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No Date 主な変更内容 Ver

１ 2017/12/01 初版 1.0

2 2018/08/30 VBBSSのVer6.5へのバージョンアップによるUI変更箇所の画⾯イメージの修正 1.1

3 2019/06/14 インストール（ダウンロード用URLの確認）について変更 1.2
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○ ウイルス対策機能だけでなく、企業用に特化したさまざまな管理機能を加えた総合的なエンドポイントセキュリティソフトです
○ AIの機械学習型検索を利用した⾼度なウイルス検知機能により、亜種のウイルスにも対応します
○ 管理サーバを通じてセキュリティサポートセンタと接続されており、設定変更や異常検知にも遠隔で対応可能です。

１.エンドポイントセキュリティ概要
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機械学習による⾼度なウイルス対策

USB利用規制等の簡易MDM機能搭載

メンテナンスフリー
バージョンのアップデートは全てクラウド上で管理されており、イン
ターネットに接続されていれば常に最新の状態が維持できます。

USB利用規制やリモートロック機能等の簡易
ＭＤＭ機能がパッケージ化されています。

ＡＩが機械学習で亜種のウイルス等の新たな脅威を検知し、
隔離駆除を試みます。

マルチデバイス対応
Windows OSだけでなく、Mac OSやiOS、Android OSでも
利用できます。
※利用可能な機能はOSによって異なります。



お申込みいただいたご契約者様には、メールにて、エンドポイントセキュリティ管理コンソールへのログイン情報と、エンドポイントセ
キュリティのダウンロード用ＵＲＬをご連絡させていただきます。ご利用端末へのインストールが完了いたしますと、ご契約開始
⽇よりサービスをご利用いただけます。

２.ご提供の流れ
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お客さま
ＮＴＴ
西日本

①お申込み

②管理コンソールのログイン情報、
ダウンロード用ＵＲＬをご連絡※

※メールによるご連絡は、ご提供開始の２～３日前までを目安にお送りさせていただきます。
サービスがご利用いただけるのは、ご契約開始日からとなりますので、ご注意いただきますようお願いいたします。

※メール送付後、お電話にて到着確認をさせていただきます。

③ご利用端末（ＰＣ等）へインストール
⇒ご契約開始日よりサービス提供開始

＋



３.機能一覧（1/2）
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Windows Mac Android iOS

セキュリティ対策 ウイルス対策 ○ ○ ○

ウイルスの侵入を検知し、ブロック、隔離、削除を行います。 また、スマートスキャンを利用する
ことで、最新のウイルスにいち 早く対応できます。

Webレピュテーション ○ ○ ○

毎日リアルタイムで監視・更新されているトレンドマイクロの不正 Webサイトの評価データベー

ス情報を基に、フィッシング詐欺やウ イルスが仕込まれているWebサイトなど、危険なWebサイ
トへの アクセスを未然にブロックします。

ファイアウォール ○

クライアントとネットワークの間に障壁を作り、特定の種類のネッ トワークトラフィックを拒否ま
たは許可できます。また、クライアントに対する攻撃が疑われるネットワークパケットのパターン
を特 定できます。

挙動監視 ○

OS、レジストリ、ソフトウェアに対する不正変更を監視・ブロックします。

ＰＯＰ３メール検索 ○

POP3メールメッセージとその添付ファ イルを介して脅威が広まらないようにコンピュータをリア
ルタイムに保護できます。

URLフィルタリング ○

業務上必要のないWebサイトへのアクセス制御を行います。全体ま たはグループ単位でフィルタ
の強度、ルール、時間帯等を設定する ことで、お客さまのビジネス環境に応じて柔軟に規制対象の
Webサ イトを設定できます

エンドポイントセキュリティで主に提供される機能として、「セキュリティ対策機能」「簡易ＭＤＭ機能」がご利用可能です。
提供機能はご利用端末のＯＳによって異なります。



エンドポイントセキュリティで主に提供される機能として、「セキュリティ対策機能」「簡易ＭＤＭ機能」がご利用可能です。
提供機能はご利用端末のＯＳによって異なります。

３.機能一覧（2/2）
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Windows Mac Android iOS

セキュリティ対策 ランサムウェア対応 ○

ランサムウェア（身代金要求ウイルス）に対し、各種セキュリティ 機能を複合的に実施して防ぐと
共に、ランサムウェア独自の挙動に 対して有効な対処やファイルの復元を行います。

機械学習型検索 ○

AI(人工知能)による分析で不正プログラムに似た特性を示すと判定 されたファイルを自動的に隔離
します。

簡易ＭＤＭ ＵＳＢデバイスコント
ロール

○

USBストレージへのアクセス権限を適切に設定し、情報漏えいやウイルス感染を予防します。

リモートロック
リモートワイプ

○ ○

端末の紛失時等に、遠隔で端末のロックや、ワイプ（初期化）が可能です。

※対応ＯＳ等システム要件は以下ＵＲＬにてご確認いただきますよう、お願いいたします。
https://www.trendmicro.com/ja_jp/small-business/worry-free-services.html

※iOSでは、セキュリティおまかせプランのオプションサービスで提供しております「デバイスマネジメントツール」と
併用いただくことができません。



・ウイルス対策ソフトやMDMソフトが入っている場合、本サービスで提供するエンドポイントセキュリティソフトのインストールが⾏え
ない場合があるため、事前にアンインストールをお願い致します

４.事前準備
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＜Windows 7 の場合＞
「スタート」⇒「コントロールパネル」⇒「プログラムのアンインストール」

＜Windows 8/8.1 の場合＞
以下のいずれかの方法でアンインストールできます。
・メトロ画面のアプリ一覧から「コントロールパネル」 ⇒「プログラムのアンインストール」
・メトロ画面のアプリ一覧から削除したいアプリを右クリックして 「アンインストール」をクリックする

Windows 8.1 の場合は、デスクトップ画面にて、以下の手順でも可能です。
「スタートボタンを右クリック」⇒「コントロールパネル」 ⇒「プログラムのアンインストール」

＜Macの場合＞
・App Store からインストールしたアプリを削除するには、まず Launchpad を 開きます。

⇒ LaunchPad を起動後、どれか一つアプリを長押しします。
⇒ アプリの左上に × マークが表示されます。
⇒ 削除したいアプリの × マーク をクリックします。

・App Store 以外からインストールしたアプリの場合、アンインストールプログラムが 用意されている場合は、
対象のプログラムをクリックしてアンインストールを実施。



ご登録いただいております「管理者様アドレス」宛に、メールにて、ログインに必要なURL・アカウントID情報をお送りいたします。
まず、パスワード設定用のＵＲＬをクリックいただき、パスワードの設定をお願いいたします。

５.管理コンソールへのログイン⽅法（1/２）
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□件名 【セキュリティおまかせプラン】新規アカウント発⾏のお知らせ
□送信元アドレス no-reply.security-omakase@west.ntt.co.jp
□本文
---------
この度はNTT⻄⽇本 セキュリティおまかせプランへのお申込みありがとうございます。

お客様管理ポータルへのログイン用ユーザアカウントを発⾏致しました。次のURLからログインできます。
https://clp.trendmicro.com/Dashboard?T=fWX6g

アカウントの詳細:
アカウント名: TMF●●●●●●●●●●

ログイン用のパスワードを設定する必要があります。次のURLからパスワードを設定してください。なお、
このURLは7⽇間のみ有効です。
https://●●●●●●●

変更後のパスワードは⼤切に保管いただきますようお願いします。パスワードを忘れるとお客様管理
ポータルにログインできなくなります。

ご不明な点がございましたら、次の連絡先にお問い合わせください。

【本メールに関するお問い合わせ】
セキュリティおまかせプラン開通事務局
TEL︓0120-xxx-xxxx（9:00-17:00 平⽇ ※年末年始を除く）

【サポートに関するお問い合わせ】
セキュリティおまかせサポートセンタ
TEL︓0800-xxx-xxxx（9:00-21:00 平⽇・土⽇祝 ※年末年始を除く）

*このメールアドレスは配信専用です。このメッセージに返信しないようお願いいたします。

＜メール例＞

ログイン用ＵＲＬ

アカウント名

パスワード設定用ＵＲＬ

初めにこちらのＵＲＬより、
パスワードの設定をお願いします。



ログインURLをクリックし、アカウント名と設定したパスワードを入⼒し、ログインボタンを押します。ログインできますと、「セキュリティ
おまかせプラン」にてご契約のサービスが表示されますので、エンドポイントセキュリティ（ＶＢＢＳＳ）の「コンソールを開く」を選
択します。

５.管理コンソールへのログイン⽅法（2/２）
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①ログイン画面へアクセス
https://clp.trendmicro.com/Dashboard?T=fWX6g

②ID/パスワードを入力し、「ログイン」をクリック

③割り当てられたサービスプランが表示されるので、エンドポイントセキュリティ（ｳｲﾙｽﾊﾞｽﾀｰﾋﾞｼﾞﾈｽｾｷｭ
ﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ）の「コンソールを開く」をクリックします。

④エンドポイントセキュリティの管理コンソールが
立ち上がります。ログインは以上で完了です。

※表記が多少異なる場合がございます。
※初回ログイン時は、トレンドマイクロ株式会社のプライバシーポリシーが表示されますので、

ご確認の上、「ＯＫ」をクリックいただきますようお願いいたします。



エンドポイントセキュリティのダウンロード用ＵＲＬは、サービス提供開始前に送付しておりますメールもしくは、管理コンソールに
てご確認いただけます。
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□件名 【NTT⻄⽇本 セキュリティおまかせプラン】エンドポイントセキュリティのダウンロードURLのご送付
□送信元アドレス sec-oma@west.ntt.co.jp
□本文
---------
この度はNTT⻄⽇本 セキュリティおまかせプランへのお申込みありがとうございます。
エンドポイントセキュリティソフトのダウンロードURLをご送付させていただきます。

デバイスを保護するには、次のリンクをクリックしてクライアントをインストールします。
インストーラがプログラムセットアップ手順を案内します。
※複数端末にインストールされる場合は、以下のURLをインストール端末に展開ください。

http://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

AndroidおよびiOSデバイスの場合、この認証コードがアクティベーションに必要です。
認証コード: YYYYYY
コードの有効期限: 2017年XX月XX⽇

尚、サービスが有効になるのは、ご利用開始予定⽇の●年●月●⽇からとなっております。

ご不明な点がございましたら、次の連絡先にお問い合わせください。

【本メールに関するお問い合わせ】
セキュリティおまかせプラン開通事務局
TEL︓0120-xxx-xxxx（9:00-17:00 平⽇ ※年末年始を除く）

【インストール方法に関するお問い合わせ】
セキュリティおまかせサポートセンタ
TEL︓0800-xxx-xxxx （9:00-21:00 平⽇・土⽇祝 ※年末年始を除く）

*このメールアドレスは配信専用です。このメッセージに返信しないようお願いいたします。

メールでの確認方法

ダウンロード用ＵＲＬ

６－１.インストール（ダウンロード⽤URLの確認）
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管理コンソールでの確認方法

①管理コンソールにて
「ビジネスセキュリティクライアント」タブを選択

②グループのデバイス「開通時初期設定」を選択し、
「ビジネスセキュリティクライアントの追加」をクリックします。

※「開通時初期設定」とは、お申込み時に申請いただいた
内容の設定情報を反映させたポリシーグループになります。
新たなポリシーを作成する際は、「グループの追加」より、
作成いただくことが可能です。

※「開通時初期設定」がない場合は「デバイス(初期設定)」を選択
してください。

※サーバへインストールする際は、サーバ用のポリシーグループを
選択ください。

６－１.インストール（ダウンロード⽤URLの確認）
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③インストール方法の選択画面にて、
メールの詳細表示をクリックします。

次のリンクをクリックし、手順に従ってビジネスセキュリティクライアントをインストールし
てください。
http://wfbs-svc-emea.trendmicro.com/xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

認証コード (iOS登録用):
XXXXXXXX
リンクおよびコードの有効期限:
2018年●月●日 ●曜日 ●●:●●

④ダウンロード用ＵＲＬが表示されます。

複数端末にインストールされる場合は、
本ＵＲＬを導入予定端末にメールで送付
するか、共有サーバ等にテキストを保存
する等の方法で、各端末にＵＲＬを展開
します。

６－１.インストール（ダウンロード⽤URLの確認）
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①メールまたは管理コンソールに記載のURLにアクセスし、
ダウンロードボタンをクリックします。

②インストーラのダウンロードが完了いたしましたら、
実行します。

③インストールのウィザードが起動しますので、
「次へ」をクリックします。

④ダウンロードが開始されます。

６－２.インストール（Windows）1/2

※注意
ハードディスク空き容量が約800ＭＢ必要となります。容量不足のエラーメッセージ
が表示される場合は、空き容量を確保し、再度インストールを実行します。
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６－２.インストール（Windows）2/2

①「インストールに成功しました」のメッセージが表示されるので、
「終了」をクリックします。

インストール作業は以上となります。

[参考]
インストールが完了したデバイスは、ご利用ＰＣのタスクトレイ上のアイコンと、
管理コンソールの「デバイス」画面にてご確認いただけます。

[タスクトレイ上のアイコン] [管理コンソールのデバイス画面]
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①メールまたは管理コンソールに記載のURLにアクセスし、
ダウンロードボタンをクリックします。

②インストーラのダウンロードが完了いたしましたら、
実行します。

６－３.インストール（Mac OS）1/4

※注意
ハードディスク空き容量が64ＭＢ以上必要となります。容量不足のエラーメッセージ
が表示される場合は、空き容量を確保し、再度インストールを実行します。

<以下のようなメッセージが出た場合>
インストールパッケージを “control” キーを押したままクリックし、「開く」を使い実⾏してください。
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③「続ける」をクリックし、インストールを進めます。

④インストーラが起動しますので、 「続ける」を
クリックします。

⑤「続ける」をクリックします。

６－３.インストール（Mac OS）2/4
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⑥サーバへの接続をテストします。
「続ける」をクリックします。

⑦標準インストール画面が表示されます。
「続ける」をクリックします。

⑧「インストーラは、新しいソフトウェアをインストールようとしていま
す。〜」と表示された場合は、名前(ご利用のMac OS のユーザ
名)とパスワードを入⼒し、 [ソフトウェアをインストール] または
[OK] をクリックします。

６－３.インストール（Mac OS）3/4
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⑨インストールが開始されます。画⾯が変わるまでお待ちください。

⑩「インストールに成功しました」というメッセージ
が表示されたら路登録は完了です。
「閉じる」をクリックして終了します。

６－３.インストール（Mac OS）4/4

※Macのアプリケーション内に右のようなアイ
コンが作成されます。

＜アプリのアイコン＞
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①Androidデバイスからインストール用のリンク
にアクセスします。

右のような画面が表示されたら、[ダウンロード] を
タップし、インストーラーのダウンロードを開始します。

②「インストールに成功しました」というメッセージが
表示されたら路登録は完了です。

「閉じる」をクリックして終了します。

③インストールが完了したら、「開く」をタップします。

６－４.インストール（Android）1/3
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④認証コードを入力します。

※メールまたは管理コンソール画面にて確認いただいた
ダウンロード用ＵＲＬ下部に記載されたコードです。

⑤使用許諾契約書に同意します。

６－４.インストール（Android）2/3

ポリシーの設定で、「一般」 > 「データセキュリティ
対策の有効/無効の切り替えをユーザに許可する」が有
効の場合、 右の選択画面が表示されるので、任意の機
能を選択し、「続行」をタップします。

※無効の場合は表示されません。



22

⑥デバイス管理機能を有効にするか選択する画面で「有効にす
る」をタップします。

⑦デバイスの登録が開始され、登録完了後、右の画面が表示さ
れたら登録は完了です。

※Androidデバイス内のメニュー画面に右のようなアイコンが
作成されます。

６－４.インストール（Android）3/3



①パソコンのブラウザ（Google ChromeまたはSafari）
にて、管理コンソールにログインし、「管理」タブにて、

「モバイルデバイス登録設定」を選択後
「APNs証明書のアップロード」をクリックします。

②手順１でTrend Micro CSR(Certificate Signing 
Request)をダウンロードします。

③手順２で Appleのサイトで証明書を作成します。
Apple Push Certificate Portal サイト

（ https://identity.apple.com/pushcert ）へアクセスし、

サインインします。

④手順２でダウンロードした証明書を手順３の欄に、
③でサインインしたApple IDを入力し、アップロードを

行う。

６－５.インストール（iOS）事前準備 1/4
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⑤Get Started画面が表示されます。
「Create a Certificate」ボタンをクリックします。

⑥「Terms of Use」画面が表示されます。内容を確認の上、
「I have read and agree to these terms and 
conditions.」にチェックを入れ、「Accept」ボタンを
クリックします。

６－５.インストール（iOS）事前準備 2/4
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⑦「Create a New Push Certificate」画⾯が表示されます。
「参照」をクリックし、③でダウンロードしたCSRファイルを選択し、
「Upload」ボタンをクリックします。

⑧「Confirmation」画⾯が表示されます。「Download」ボタン
をクリックして、証明書をダウンロードし、任意の場所へ保存します。

６－５.インストール（iOS）事前準備 3/4
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⑨手順２でダウンロードした証明書を手順３
の欄に、③でサインインしたApple IDを入力
し、アップロードを行う。

⑩アップロードした証明書が表示されます。

６－５.インストール（iOS）事前準備 4/4
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①iOSデバイスからインストール用のリンク
にアクセスします。
※ブラウザはSafariをご利用ください。

②認証コードを入力します。
※メールまたは管理コンソール画面にて確認いただいた

ダウンロード用ＵＲＬ下部に記載されたコードです。

③使用許諾契約書が表示されます。確認の上、
「同意する」をタップします。

④プロファイルのダウンロードを実施します。
確認の上、「続行」をタップします。

６－５.インストール（iOS）1/3
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⑤「 プロファイル」の画面が表示されます。
「インストール」ボタンをタップします。 警告画面が
表示されますが、内容を確認の上、右上の「インストール」
をタップします。

※「インストール」タップ後に、「リモート管理」の画面が
立ち上がる場合は、「信頼」をタップします。

６－５.インストール（iOS）2/3
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⑥「 パスコードを入力」画面が表示されます。
お使いのデバイスのパスコードを入力してください。

⑦「 インストール完了」画面が表示されます。
右上の「完了」をタップしてください。

⑧ブラウザ上で「正常にインストールされました」と
表示されますので、画面を閉じてください。
これでインストールは完了です。

６－５.インストール（iOS）3/3
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初期設定値として、以下の機能が設定されております。ご利用環境やセキュリティポリシーに応じて、設定の変更をお願いいた
します。

７－１.機能を設定する（Windows）

機能 初期設定値 お客様にて設定可能な項目 ページ
番号

ウイルス対策 スマートスキャン スマートスキャン

Webレピュテーション 有効（中） 低/中/高より選択 31

ファイアウォール 無効 有効/無効から選択 32

挙動監視 有効 有効/無効から選択 33

ランサムウェア対策機能 有効 有効/無効から選択 34

機械学習型検索 無効 有効/無効から選択 35

URLフィルタリング 有効（低）
低/中/高/カスタムより選択

業務時間設定が可能
36

承認済み/ブロックURL登録 無し 追加登録可 37

アプリケーションコントロール 無効
有効/無効から選択

（対象アプリケーションを指定可）
38

デバイスコントロール 無効
有効/無効から選択

（権限選択可）
39

エージェントアンインストール防止 無効 有効（パスワード設定） 40

アラート設定 有効 アラート受信者の変更・追加 41

※Mac、Android、iOSの設定方法については、トレンドマイクロ社のWEBページを参照下さい。
（http://esupport.trendmicro.com/ja-jp/enterprise/vbbss/top.aspx） 30



７－２.機能を設定する（Webレピュテーション）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「Webレピュテーション」を選択

③セキュリティレベルを選択します。（低・中・高）
※初期値は「中」となっております。

④ブラウザ脆弱性対策機能を有効にする場合は、
「不正スクリプトを含むページをブロックする」に

チェックを入れます。

⑤「保存」をクリックします。
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７－２.機能を設定する（ファイアウォール）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「ファイアウォール」を選択

③有効にする場合、チェックを入れます。

④簡易モード/詳細モードを選択します。

⑤「保存」をクリックします。
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７－３.機能を設定する（挙動監視）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「挙動監視」を選択

③不正プログラム挙動ブロックの内
有効にする項目にチェックを入れます。

④「保存」をクリックします。
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７－４.機能を設定する（ランサムウェア対策）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「挙動監視」を選択

③「ランサムウェア対策」にて、
設定変更を行います。
※初期値はすべて「有効」と

なっています。

④「保存」をクリックします。
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７－５.機能を設定する（機械学習型検索）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「機械学習型検索」を選択

③機械学習型検索を有効化する場合は、
チェックを入れます。

④ファイルに対する処理を選択します
⇒隔離 or ログのみ

⑤プロセスに対する処理を選択します
⇒終了 or ログのみ

⑥「保存」をクリックします。
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７－6.機能を設定する（URLフィルタリング）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「URLフィルタ」を選択

③フィルタ強度を選択（低・中・高・カスタム）
※初期値は「低」となっております。

④フィルタルールにて、
ブロック対象のURLカテゴリを指定します。
※初期値は「インターネットのセキュリティ」が

有効となっております。

⑤フィルタリングを適用する時間を指定する場合、
業務時間の設定を行います。
※初期値は、「終日 (24x7)」となっております。

⑥「保存」をクリックします。
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７－7.機能を設定する（承認済・ブロックURL登録）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②除外登録を行う場合は「承認済みURL」
ブロック登録を行う場合は「ブロックするURL」
タブを選択
除外登録は③へ
ブロック登録は④へ

③除外登録を行う場合、「＋追加」を
クリックし、承認済みURL にURLを入力し、
追加をクリック。
※登録したURLはWebレピュテーションおよび

URLフィルタ機能の除外対象になります。

④ブロック登録を行う場合、「＋追加」を
クリックし、ブロックするURL にURLを入力し、
追加をクリック。

⑤「保存」をクリックします。
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７－8.機能を設定する（アプリケーションコントロール）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「アプリケーションコントロール」を選択

③「アプリケーションコントロールのオンオフ」を
選択します。

④アプリケーションの管理を選択し、
対象のアプリケーションを指定します。

⑤「保存」をクリックします。
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７－9.機能を設定する（デバイスコントロール）

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択⇒「ポリシーの設定」

②「デバイスコントロール」を選択

③「デバイスコントロールオンオフ」を
選択します。

④対象のデバイスの権限をそれぞれ選択します。

⑤USBストレージデバイスでの自動実行機能を
ブロックする場合、チェックを入れます。

⑥「保存」をクリックします。
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７－10.機能を設定する（アンインストール防止）

①管理コンソールにて、
「ポリシー」⇒「グローバルビジネスセキュリ
ティクライアント設定」

②「クライアントコントロール」を選択

③「アンインストール」にて、「ビジネスセキュ
リティクライアントのアンインストール時にパス
ワード入力を要求する」にチェックを入れます。

④パスワードを指定します。

⑤「保存」をクリックします。

40



７－11.機能を設定する（アラート設定）

①管理コンソールにて、「管理」⇒通知を選択

②「受信者」に変更または追加となる
受信者メールアドレスを入力

③ページ下部の「保存」をクリックします。

※注意※
受信者を変更される場合は、サポートセンタにお電話ください。
重要アラートを通知するためのシステムに対し、メールアドレスの変更登録を実施する必要がございます。
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パソコンの買い替え時など、アンインストールを⾏う場合は下記手順にて実施します。
アンインストールが完了しますと、ライセンスは再利用可能となり、新デバイスへのインストールが可能になります。
アンインストール作業は管理コンソール側とクライアント側の両方から実施可能です。

８－１.アンインストール

①管理コンソールにて、
「ビジネスセキュリティクライアント」

⇒グループを選択
⇒対象デバイスにチェックを入れます。

②「タスク」から「ビジネスセキュリティクライアント
のアンインストール」をクリックします。

③ポップアップが表示されますので、
「アンインストール」をクリックします。

④「コマンドが送信されました」のメッセージがコン
ソール上に表示され、該当デバイスが消えます。

⇒管理コンソール上での作業は以上で終了です。
クライアントコンピュータ側では、コンソールからの

削除通知を受信後、アンインストールが進められます。

管理コンソール側での実施方法
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８－２.アンインストール

①コントロールパネルのプログラムにて、
「プログラムのアンインストール」をクリックします

②表示された一覧の中から、「ビジネスセキュリティクライア
ント」をダブルクリックします。

③ユーザアカウント制御の画面が表示される場合は、
「はい」をクリックします。

⇒アンインストール処理が進んでいきます。

④アンインストール完了のメッセージが表示されます。
「完了」をクリックし、再起動します。

操作は以上で終了です。

※アンインストール完了後、
管理コンソール上で対象デバイスが表示されている
場合は、前ページの手順にて削除をお願いします。

クライアント側での実施方法（Windows7の場合）
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＜参考＞利⽤ライセンス数の確認⽅法

ご利用中のライセンス数、未利用ライセンス数の確認は、管理コンソールの「ダッシュボード」でご確認可能です。

44

利用数

ご契約ライセンス数



セキュリティおまかせプランのご契約者さまには、毎月1度検出されたウイルスや不正コード等に関するレポートを登録されたメー
ルアドレス宛に配信します。 セキュリティの状況把握だけでなく、設定やポリシーの最適化検討を図る材料としても活用いただ
けます。月次レポートだけでなく、お客様任意の期間・対象を選択し、出⼒いただくことも可能です。

９.レポート作成 1/2

レポートの作成方法

①管理コンソールにて、「レポート」⇒「追加」

※【セキュリティおまかせプラン】月次レポート_エンドポイントセキュリティは、開通時に登録している月次レポート
となりますので、変更・削除しないようお願いいたします。（送付先メールアドレスは変更可）
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９.レポート作成 2/2

②任意のレポート名を入力します。

③レポートの予約を「検索」で指定します。

③対象のデバイスを選択します。

④レポートの内容を選択します。

⑤レポートの受信者のアドレスを指定します。

⑥「保存」をクリックします。
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